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研究成果の概要（和文）：本研究では，リハビリテーション治療の質を可視化するあたり，身体活動量が主要な
負荷量の指標になりうると仮定した．特に，関節リウマチを併存した高齢患者のサルコペニアに対する効果を検
証した結果，リハビリテーション治療のうち装具療法がもたらす負荷量を，定量化することができた．しかし，
サルコペニアの治療効果を得るためには，負荷量が不足していることも同時に明らかにした． 

研究成果の概要（英文）：n this study, we hypothesized that the physical activity could be a primary 
indicator of the quantity of exercise load in visualizing the quality of rehabilitation treatment. 
In particular, our results investigating the effect on sarcopenia in elderly patients with 
rheumatoid arthritis, we were able to quantify the physical activity that orthotic treatment among 
the items of rehabilitation treatment can provide. However, it was also found that the amount of 
exercise load was not sufficient to achieve a therapeutic effect on sarcopenia.

研究分野：リハビリテーション科学関連
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では，運動器疾患のうち関節リウマチを併存する高齢患者に対するリハビリテーション治療のうち装具療
法がもたらす身体活動量を定量化した．その結果，一定強度の身体活動量を得ることで，疾病の予防効果を示す
ことを明らかにした．豊富な身体活動を得ることは，リハビリテーション治療の質を向上させる可能性がある．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
超高齢社会をすでに迎えたわが国では，運動器の健康を目的とした啓発活動がなされている．
しかし，依然として多くの高齢者は，加齢に伴い，様々な運動器疾患（関節疾患や炎症性疾患等）
を併発している．これら患者では，異常な体組成データを示し，特に骨格筋量の減少（サルコペ
ニア）が顕著である．診療ガイドラインでは，運動を行うことが推奨されているものの，運動器
疾患を伴う高齢者では，慢性的な炎症や潜在する骨脆弱性等の影響により，骨格筋量の増加に必
要である十分な運動負荷を加えられない．とりわけ，全身性の慢性進行性疾患である関節リウマ
チ（rheumatoid arthritis: RA）患者では，運動負荷に関する問題が深刻である．この問題を解
決するためには，日常生活において豊富な身体活動を行うこと（予防）や，運動以外の治療法を
確立し身体活動量を増加させることが重要な視点となる．本研究では，RA 患者の身体活動量（強
度と量）を可視化し，骨格筋量との関連性を検討することで，どうすれば日常生活における身体
活動を最大化できるかを模索し，高齢者の健康寿命の延伸に向けた知見を得ようと考えた． 
 
２．研究の目的 
多くの RA患者では，下肢の関節病変を有するため，疼痛により歩行等の身体活動が制限される．
本研究では，足部病変を有する関節リウマチ患者を対象として，サルコペニアの実態調査や，従
来のリハビリテーション治療が身体活動と骨格筋量にあたえる影響を解明することで，運動に
代わる新しい治療法の開発につなげることを目的とした． 
 
３．研究の方法 
本学附属病院に外来通院中で足部の治療を必要とした RA 患者を対象として，骨格筋量，握力を
評価し，サルコペニアの診断を行った，また，RA の足部病変に対する従来のリハビリテーショ
ン治療では，装具療法が選択されることが多い．そして，装具療法の 1つである足底装具は，足
部への荷重負荷を分散し，歩行時の疼痛を軽減させる．靴内に挿入して使用し，簡易で侵襲も低
いため臨床現場で頻用されている．本研究では，足底装具による歩行時の疼痛軽減が，身体活動
量を増加させ，サルコペニアの主徴である骨格筋量の減少にも有効であると仮説を立てた．その
ため，サルコペニアと診断され，足底装具による治療を行った症例に対し，6か月間の身体活動
と体組成（骨格筋量，体格指数，体脂肪率）の追跡調査を行った． 
 
４．研究成果 
対象者の年齢は，平均 67.2 歳であった．サルコペニアの有病率は，78.1％であった．既報にお
いて RA 患者におけるサルコペニアの有病率は 28.0−37.1％とされ，健常高齢者の約 4 倍高率で
あるが，本研究では 78.1％とさらに高率であった．すなわち，RA の足部病変がサルコペニアの
発症に関連性をもつことが示唆された．身体活動量の変化を図 1に示す．足底装具を用いた治療
の前後で，歩行に関する身体活動（歩行活動）が有意に増加した（p<0.05）．しかし，中強度の
身体活動や高強度の身体活動は変化がなかった．また，骨格筋量を含む体組成データにも変化が
なかった（図 2）．本研究では，足底装具を用いた治療により歩行活動の促進効果を示したが，
中強度と高強度の身体活動や骨格筋量の増加には効果がなかった．そのため，足底装具は単に疼
痛を軽減するだけでなく，身体活動量も増加させるため，サルコペニア予防効果が期待できると
考えられた．一方で，骨格筋量は増加せず，サルコペニア治療効果は期待できないと考えられた．
以上のことから，足部病変を有する RA 患者には，足底装具の使用によるサルコペニア予防に加
え，高い強度の運動実施ができる別の治療法の併用が望ましいと考えられた． 
 
 
 

図 1：身体活動量の変化 



 
 
 
現在は，本研究により得られた知見を基盤として，骨格筋量の増加が期待できる新しい治療法
（運動療法/栄養療法/物理療法の組み合わせ）を開発し，臨床試験を実行中である．今後も研究
を継続し、日常生活における身体活動をどうすれば最大化できるかを探索し、本邦の健康寿命の
延伸に貢献していきたい． 
 

図 2：骨格筋量を含む体組成データの変化 
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